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	特定非営利活動法人　シアタープランニングネットワーク
	

	 １　事業の成果

　平成31／令和元年度に膨れ上がった事業規模は、新型コロナ・ウィルス感染症の蔓延の影響のみならず、助成金状況により、令和2年度にはむしろ通常に戻った感を覚えます。しかし、愛知県の長久手文化の家とのインクルーシブシアターの人材育成の共同事業が中止となったことは残念でなりません。新たな事業を行うことはためらわれ、文化庁の委託事業として採択されたホスピタルシアタープロジェクトの公演ツアー、また文化庁の継続支援事業として若手によるトライアル公演の実施、機関誌の発行のみに集約された1年となりました。
　インクルーシブシアターの公演ツアーならびにトライアル公演は、最も弱い存在たる障がい児らを対象とする事業であり、多大なリスクを伴いました。実施に際しては、細心の配慮と感染症対策を施し、いつでも勇気をもってキャンセルする覚悟をもって向かいました（障がい児や幼い子どもたちを抱えたご家族は、感染症に対して最大の配慮を日常的に行われているため、むしろリスクは低く抑えられていたのかもしれません）。トライアル公演の際、「これが初めてのお出かけなんです。子どもを楽しませてあげられなかったので、お声をかけてくださり嬉しかったです。」と声をかけてくださいました。
トライアル公演で、感染症対策として、十分であることと、さらに充実させなくてはならないことを確認したうえで、本公演としてのツアー公演へと向かいました。
　しかし、数としての観客は大きく減少し、文化庁の「委託事業」としての支援と「持続化給付金」なしには、法人として痛手を負ってしまったに違いないと実感しています。そうであったとしても（今年は参加できないご家族に対しても）、継続していく姿勢を示し続けることが、障がい児や医療的ケア児を抱えるご家族への支援となると確信するものです。
　また、アートマネジメントを学ぶ学生1名を有償インターンとして受け入れるとともに、東京芸術劇場のインターン生2名を公演に受入れ、公演終了後、セッションを行いました。この領域におけるアートマネジメント人材の育成は急務であり、さらに発展させていきたいと願っています。
　両事業とも、映像を作成し、HPならびにYoutubeで配信を行っています。また、文化庁の委託事業として実施したホスピタルシアタープロジェクトの成果は、報告書として頒布を初めています。

　機関誌「シアター＆ポリシー」は、令和3年3月で、創刊以来第125号を迎えました。地味な活動ではありますが、私どものNPO法人の根幹となる事業です。
２　事業の実施に関する事項

 （１）特定非営利活動に係る事業

	
	事業名
	事　業　内　容
	実　施

日　時
	実　施

場　所
	従事者

の人数
	受益対象者

の範囲及び

人数
	事業費の

金額

（千円）
	

	
	舞台芸術の福祉分野における普及にかかる事業
	ホスピタルシアタープロジェクト2020
「森からの贈りもの」
すべての子どもたちと家族のための多感覚演劇の創造と巡演


	2020年11月～12月
7日間
	島田療育センターはちおうじ／Umiのいえ／コミュニティカフェななつのこ／キャリアマムホール

	　11名
	障がい児・医療的ケア児・健常児とその家族　45組
見学　22名

	1897
	

	
	舞台芸術の福祉分野における普及にかかる事業
	ホスピタルシアタープロジェクト＜ラボ＞
Feel the Autumn 秋の旅
	2020年10月
2日間
	コミュニティカフェななつのこ
	10名
	障がい児・健常児とその家族　12組
見学　3名


	1328
	

	
	ニュースレターおよび報告書の発行
	機関誌「シアター＆ポリシー」（A4判、8頁）の隔月の編集・発行
	隔月
	事務所
	8名
	定期購読者

220名

ネットでの閲覧者　不特定多数
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